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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第３区分
【発行日】令和3年10月28日(2021.10.28)

【公開番号】特開2021-59009(P2021-59009A)
【公開日】令和3年4月15日(2021.4.15)
【年通号数】公開・登録公報2021-018
【出願番号】特願2020-206460(P2020-206460)
【国際特許分類】
   Ｂ２３Ｑ   3/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｃ   5/77     (2017.01)
   Ａ６１Ｃ  13/083    (2006.01)
   Ａ６１Ｃ   8/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｃ  13/003    (2006.01)
   Ａ６１Ｃ   7/14     (2006.01)
   Ｂ２４Ｂ  41/06     (2012.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２３Ｑ    3/18     　　　Ｚ
   Ａ６１Ｃ    5/77     　　　　
   Ａ６１Ｃ   13/083    　　　　
   Ａ６１Ｃ    8/00     　　　Ｚ
   Ａ６１Ｃ   13/003    　　　　
   Ａ６１Ｃ    7/14     　　　　
   Ｂ２４Ｂ   41/06     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和3年9月15日(2021.9.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被加工体と、
　前記被加工体の外周部の全周にわたって接触するように配された保持部材と、を備え、
　前記保持部材の厚さ方向は、前記被加工体の厚さ方向と一致し、
　前記被加工体は、前記保持部材と対向する部分に、少なくとも１つの第１位置決め部を
有し、
　前記保持部材は、前記第１位置決め部の少なくとも一部と係合する第２位置決め部を有
し、
　前記第１位置決め部は、不連続的な点状、又は、断片的な線状であり、かつ、前記被加
工体の全周にわたって配され、
　前記被加工体が前記保持部材に対して位置ずれしないように前記第１位置決め部と前記
第２位置決め部とが係合し、
　前記保持部材は、加工装置によって保持され、
　前記被加工体は、第１面、前記第１面とは反対側に配された第２面を有し、
　前記外周部は、前記第１面と前記第２面との間に配され、
　前記厚さ方向は、前記第１面及び前記第２面の一方から他方への方向であり、
　前記被加工体は、歯科用である、被加工ユニット。
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【請求項２】
　前記第１位置決め部は、凹部又は凸部形状を有し、
　前記第２位置決め部は、前記第１位置決め部と嵌合又は係合する形状を有し、
　前記第１位置決め部及び前記第２位置決め部のうち、一方の少なくとも一部が他方の少
なくとも一部と嵌合又は係合する、請求項１に記載の被加工ユニット。
【請求項３】
　前記第１位置決め部及び前記第２位置決め部のうち、一方が凹部形状を有し、他方が凸
部形状を有し、
　前記凸部形状の幅は、前記凹部形状の幅以上であり、
　前記凸部形状の一部が前記凹部形状に挿入されている、請求項１又は２に記載の被加工
ユニット。
【請求項４】
　前記第１位置決め部又は前記第２位置決め部は、溝形状を有する、請求項１～３のいず
れか一項に記載の被加工ユニット。
【請求項５】
　前記第１位置決め部又は前記第２位置決め部は、錐状又は柱状形状を有する、請求項１
～３のいずれか一項に記載の被加工ユニット。
【請求項６】
　前記被加工体は、前記外周部から突出する突出部を有し、
　前記第１位置決め部は前記突出部に配され、
　前記保持部材は、少なくとも前記突出部の突出方向に配される、請求項１～５のいずれ
か一項に記載の被加工ユニット。
【請求項７】
　前記突出部は前記被加工体の前記外周部に沿って連続的に配され、
　前記保持部材はリング形状を有する、請求項６に記載の被加工ユニット。
【請求項８】
　前記突出部は、前記第１面と同じ方向に面する第３面と、前記第２面と同じ方向に面す
る第４面と、前記第３面と前記第４面とを結ぶ第５面と、を有し、
　前記保持部材は、前記第５面の少なくとも一部を覆う、請求項６又は７に記載の被加工
ユニット。
【請求項９】
　前記保持部材は、前記突出部の前記第３面と同じ方向に面する第１面と、前記突出部の
前記第４面と同じ方向に面する第２面と、を有する、請求項８に記載の被加工ユニット。
【請求項１０】
　前記保持部材の前記第１面は、前記突出部の前記第３面と同一面を形成するか、又は前
記突出部の前記第３面よりも前記被加工体の前記第１面側に存在する、請求項８又は９に
記載の被加工ユニット。
【請求項１１】
　前記保持部材の前記第２面は、前記突出部の前記第４面と同一面を形成するか、又は前
記突出部の前記第４面よりも前記被加工体の前記第２面側に存在する、請求項８～１０の
いずれか一項に記載の被加工ユニット。
【請求項１２】
　前記保持部材は、前記突出部の前記第３面及び前記第４面の少なくとも一部をさらに覆
う、請求項８～１１のいずれか一項に記載の被加工ユニット。
【請求項１３】
　前記突出部の厚さと前記保持部材の厚さは同じである、請求項６～１２のいずれか一項
に記載の被加工ユニット。
【請求項１４】
　前記突出部の突出方向の幅は、０．３ｍｍ～２ｍｍである、請求項６～１３のいずれか
一項に記載の被加工ユニット。
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【請求項１５】
　前記突出部は、前記被加工体の厚さ方向の中央に配される、請求項６～１４のいずれか
一項に記載の被加工ユニット。
【請求項１６】
　前記被加工体は、前記被加工体の加工によって形成され、前記被加工体の前記突出部又
は外縁部に接続された加工物を有する、請求項６～１５のいずれか一項に記載の被加工ユ
ニット。
【請求項１７】
　前記保持部材は、２以上の部品から構成される、請求項１～１６のいずれか一項に記載
の被加工ユニット。
【請求項１８】
　前記保持部材の各部品は、それぞれ、凹部又は凸部を有し、
　前記各部品は、前記凹部と前記凸部とを嵌合するように配される、請求項１７に記載の
被加工ユニット。
【請求項１９】
　前記被加工体はセラミック、金属又は樹脂である、請求項１～１８のいずれか一項に記
載の被加工ユニット。
【請求項２０】
　前記被加工体は、ジルコニア結晶粒子が完全に焼結するに至っていない仮焼体である、
請求項１～１９のいずれか一項に記載の被加工ユニット。
【請求項２１】
　前記保持部材は前記被加工体に接着材をもって接合される、請求項１～２０のいずれか
一項に記載の被加工ユニット。
【請求項２２】
　前記保持部材と前記被加工体は直接接している、請求項１～２０のいずれか一項に記載
の被加工ユニット。
【請求項２３】
　前記保持部材はプラスチックである、請求項１～２２のいずれか一項に記載の被加工ユ
ニット。
【請求項２４】
　前記被加工体は、前記被加工体のための組成物を前記被加工体を形成する形状に加圧成
形することを用いて製造されたものである、請求項１～２３のいずれか一項に記載の被加
工ユニット。
【請求項２５】
　外周部に第１位置決め部を有する被加工体を準備する工程と、
　第２位置決め部を有する保持部材を準備する工程と、
　前記第１位置決め部と前記第２位置決め部とを対応させるように、前記被加工体の前記
外周部に前記保持部材を取り付ける工程と、を含み、
　前記保持部材は、前記被加工体の外周部の全周にわたって接触するように配され、
　前記保持部材の厚さ方向は、前記被加工体の厚さ方向と一致し、
　前記第１位置決め部は、不連続的な点状、又は、断片的な線状であり、かつ、前記被加
工体の全周にわたって配され、
　前記被加工体が前記保持部材に対して位置ずれしないように前記第１位置決め部と前記
第２位置決め部とが係合し、
　前記保持部材は、加工装置によって保持され、
　前記被加工体は、第１面、前記第１面とは反対側に配された第２面を有し、
　前記外周部は、前記第１面と前記第２面との間に配され、
　前記厚さ方向は、前記第１面及び前記第２面の一方から他方への方向であり、
　前記被加工体は、歯科用である、被加工ユニットの製造方法。
【請求項２６】
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　前記第１位置決め部は、凹部又は凸部であり、
　前記保持部材を取り付ける工程において、前記第１位置決め部と前記第２位置決め部と
を嵌合させる、請求項２５に記載の被加工ユニットの製造方法。
【請求項２７】
　前記保持部材を取り付ける工程は、
　リング形状を有する前記保持部材を加熱して膨張させる工程と、
　前記保持部材のリングに前記被加工体をはめ込む工程と、
　前記保持部材を冷却して収縮させる工程と、
を含む、請求項２５又は２６に記載の被加工ユニットの製造方法。
【請求項２８】
　前記保持部材を膨張させる工程において、前記保持部材を６０℃～１５０℃に加熱する
、請求項２７に記載の被加工ユニットの製造方法。
【請求項２９】
　前記被加工体は、前記外周部から突出する突出部を有し、
　前記第１位置決め部は前記突出部に配される、請求項２５～２８のいずれか一項に記載
の被加工ユニットの製造方法。
【請求項３０】
　前記保持部材はエンジニアリングプラスチックを含む、請求項２５～２９のいずれか一
項に記載の被加工ユニットの製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の第１視点によれば、被加工ユニットは、被加工体と、被加工体の外周部の少な
くとも一部に配された保持部材と、を備える。被加工体は、保持部材と対向する部分に、
少なくとも１つの第１位置決め部を有する。保持部材は、第１位置決め部の少なくとも一
部と係合する第２位置決め部を有する。
　前記第１視点の変形によれば、被加工ユニットは、被加工体と、前記被加工体の外周部
の少なくとも一部に配された保持部材と、を備え、前記被加工体は、前記保持部材と対向
する部分に、少なくとも１つの第１位置決め部を有し、前記保持部材は、前記第１位置決
め部の少なくとも一部と係合する第２位置決め部を有し、前記第１位置決め部は、前記被
加工体の全周にわたって配される。
　前記第１視点の別の変形によれば、被加工ユニットは、被加工体と、前記被加工体の外
周部の全周にわたって接触するように配された保持部材と、を備え、前記保持部材の厚さ
方向は、前記被加工体の厚さ方向と一致し、前記被加工体は、前記保持部材と対向する部
分に、少なくとも１つの第１位置決め部を有し、前記保持部材は、前記第１位置決め部の
少なくとも一部と係合する第２位置決め部を有し、前記第１位置決め部は、不連続的な点
状、又は、断片的な線状であり、かつ、前記被加工体の全周にわたって配され、前記被加
工体が前記保持部材に対して位置ずれしないように前記第１位置決め部と前記第２位置決
め部とが係合し、前記保持部材は、加工装置によって保持され、前記被加工体は、第１面
、前記第１面とは反対側に配された第２面を有し、前記外周部は、前記第１面と前記第２
面との間に配され、前記厚さ方向は、前記第１面及び前記第２面の一方から他方への方向
であり、前記被加工体は、歯科用である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１０】
　本発明の第２視点によれば、被加工ユニットの製造方法は、外周部に第１位置決め部を
有する被加工体を準備する工程と、第２位置決め部を有する保持部材を準備する工程と、
第１位置決め部と第２位置決め部とを対応させるように、被加工体の外周部に保持部材を
取り付ける工程と、を含む。
　前記第２視点の変形によれば、被加工ユニットの製造方法は、外周部に第１位置決め部
を有する被加工体を準備する工程と、第２位置決め部を有する保持部材を準備する工程と
、前記第１位置決め部と前記第２位置決め部とを対応させるように、前記被加工体の前記
外周部に前記保持部材を取り付ける工程と、を含み、前記第１位置決め部は、前記被加工
体の全周にわたって配される。
　前記第２視点の別の変形によれば、被加工ユニットの製造方法は、外周部に第１位置決
め部を有する被加工体を準備する工程と、第２位置決め部を有する保持部材を準備する工
程と、前記第１位置決め部と前記第２位置決め部とを対応させるように、前記被加工体の
前記外周部に前記保持部材を取り付ける工程と、を含み、前記保持部材は、前記被加工体
の外周部の全周にわたって接触するように配され、前記保持部材の厚さ方向は、前記被加
工体の厚さ方向と一致し、前記第１位置決め部は、不連続的な点状、又は、断片的な線状
であり、かつ、前記被加工体の全周にわたって配され、前記被加工体が前記保持部材に対
して位置ずれしないように前記第１位置決め部と前記第２位置決め部とが係合し、前記保
持部材は、加工装置によって保持され、前記被加工体は、第１面、前記第１面とは反対側
に配された第２面を有し、前記外周部は、前記第１面と前記第２面との間に配され、前記
厚さ方向は、前記第１面及び前記第２面の一方から他方への方向であり、前記被加工体は
、歯科用である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　図５～図８に、第１位置決め部１ｄ及び第２位置決め部２ｄの例を示す概略平面図を示
す。図５～図８においては、第１位置決め部１ｄの平面図を図示してあるが、第２位置決
め部２ｄも第１位置決め部１ｄの形状に対応する平面形状を有する。第２位置決め部２ｄ
の図示及び説明は省略する。第１位置決め部１ｄは、例えば、図５及び図６に示すように
連続的な溝部として形成することができる。第１位置決め部１ｄは、図５に示すように直
線的な溝部であってもよいし、図６に示すようにジグザグ状又はミアンダ状の溝部であっ
てもよい。第１位置決め部１ｄは、例えば、図７及び図８に示すように少なくとも１つの
部分的な若しくは不連続的な点状の凹部（例えば、錐状もしくは柱状）又は断片的な溝部
として形成することができる。第１位置決め部１ｄによる点線は、図７に示すように直線
的であってもよいし、図８に示すようにジグザグ状又はミアンダ状であってもよい。図５
～図８には規則的な形状を有する第１位置決め部１ｄを示したが、第１位置決め部１ｄは
、不規則的な形状を有してもよい。
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